
ふくしまの学校“キラリ”「学びの保障」応援サイト 県南教育事務所 No.１

本校に展示した作品は、どれもすばらしいもので、初日から多くの
子ども達が鑑賞しました。低学年は動物の絵に、高学年は人物や風
景に興味を示していました。西郷村の方の作品ということで、より身近
に感じることもできました。子ども達は絵画の鑑賞により、多少なりとも
ストレスが和らぎ、「えがおニコニコ」の表情が戻ってきました。

展示初日から多くの児童が鑑賞

福島県教育庁

新型コロナウイルス感染症による子ども達の不安やストレスを和らげ、
豊かな心を育成していくことを目的として、西郷村絵画サークル「四季の
会」の皆様の作品１６点を多目的ホールに展示しました。７／１６～１７の
分散型の授業参観では、保護者の方にも作品をご覧いただきました。こ
の美術展は、西郷村地域学校協働活動事業と連携して実施しました。

「くまっこ美術展」オープニングセレモニー(7/10)

えがお ニコニコ「くまっこ美術展」 西郷村立熊倉小学校

代表児童が参加
してのオープニン
グセレモニー

西郷村地域学校
協働活動事業と
の連携

西郷村生涯学習
課と四季の会で
会場設営

休み時間になると多
くの子ども達が鑑賞



ふくしまの学校“キラリ”「学びの保障」応援サイト 県南教育事務所 No.２

毎年行ってきた６年生と幼稚園年長さんとの交流。今年度は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のために実施が難しい状況でした。「なんとか交流
を行いたい！」という気持ちから、どうすれば交流ができるか６年生が話し合
い、ZOOMを使ってオンラインでの交流に挑戦することになりました。

オンラインなら交流できる！

直接触れ合っての交流ではなく、画面越しでの交流なので、オンラインに
合わせたゲーム内容を話し合って決めました。年長さんに伝わりやすいよう
に、動きや声の大きさにも気をつけながら、楽しんでもらえるように工夫しま
した。

内容もオンラインに合わせて

スクリーン越しにジャンケ
ンゲームを楽しみました。

スクリーン越しであっても、
６年生とすっかり仲良くな
れました。

園児は事前に６年生の自己紹介動画を視聴しました。幼稚園からは園
児の写真を小学校に送り、互いに顔が分かる状態で交流ができるように
準備をしました。

画面越しの交流でしたが、ゲームなどで盛り上がり、６年生の名前を呼
ぶなど、すっかり仲良くなることができました。

オンラインでもなかよしに

幼稚園の先生方でZOOMの使い方についての研修を行ってすぐに、社
川小の６年生からオンライン交流の提案があり、実際に使ってみることがで
きました。

研修ともタイミングがぴったり！

福島県教育庁

オンラインで幼稚園児との交流にチャレンジ！棚倉町立社川小学校 オンライン交流を楽しみました！ 棚倉町立社川幼稚園

事前には動画や写真で交流

ジェスチャークイズ
出題中！

本番前は、ZOOMを使い、
映像や音声などの確認
をして準備を進めました。
ICTを活用する力が高ま
りました。

「これから何が始まるの
かな～」と興味深々な子
どもたちです。

事前に自己紹介動画を
撮影し、幼稚園に送りまし
た。

スクリーンに映る６年生の
姿に、喜んで反応してい
ました。



ふくしまの学校“キラリ”「学びの保障」応援サイト 県南教育事務所 No.３

「学びの保障」を目的に、学習情報コーナーとスタディーステーションの設置を核として、校舎全体を学びの場としました。その効果は以下のとおりです。
① 自分に合う勉強方法を試行錯誤できる。
② どのくらい勉強するかの参考となる。
③ 知的好奇心を育み、学習への動機付けとなる。
④ 自己肯定感が高まる。
⑤ 校舎全体を学びの場とするための会話が、生徒同士、生徒と教員の間で増えた。

福島県教育庁

スタディーステーションの設置・ 校舎全体を学びの場に 棚倉町立棚倉中学校

スタディーステーションの設置 先生方自身が効果的
だった勉強方法を掲示
しています。

学年に関わらず、どの
教科のプリントも持ち
帰ることができます。

校舎全体を学びの場に

各教科部会で、時期を逃さな
い学習展示を行っています。

これらの取組を研修だよりにまと
めて発行し、共通理解を図ってい
ます。

テストの予想問題と正
解が至るところに掲示
されています。

使い込んである辞書や参
考書、空になったボールペ
ン等も展示しています。



ふくしまの学校“キラリ”「学びの保障」応援サイト 県南教育事務所 No.４

全国で問題になっている「新型コロナいじめ」は、「なぜ起こるのか」「なくすためにはどうすればよいか」を、各校代表の生徒が話し合いました。話し合いの成
果は、２学期はじめに各校で参加生徒から全校生に伝えました。「新型コロナいじめ」などが起きないようにするために「思いやりの心」を大切にしています。

「新型コロナいじめ」が起きてしまう前に、思いやりの心を育てたい!

福島県教育庁

毎年８月に市内全中学校の代表生徒が集まり、各校のいじめ防止対策の意見交換を行っています。今年で８回目となりました。過去のフォーラムでは、見て見
ないふりをするのもいじめであるという「いじめの空気」や「見えないカースト制度」、「ネットいじめ」などをテーマとした話し合いが行われました。

各校のいじめ防止対策の共有と深まりを目指して

写真や資料等

「いじめ」について考える中学生フォーラム 白河市教育委員会

みんな不安や恐怖があるから

これって、東日本大震災の時と同じでは…

感染した人が
悪いんじゃない!

わたしたちの学校では、同じ教材を
使って全校道徳を行い、いじめ防止に
ついて全校生で考えています。


